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　令和 2 年 1 月 26 日 ( 日 )　江南市布袋ふれ
あい会館第 2 会議室にて、「青年部座談会」が
開催されました。
　当日は元移植コーディネータ－をされてい
た、あずきプランニングの石井様に講師とし
てご参加していただき、青年層の患者として
関心の高い移植をテーマにした座談会を行い
ました。

患者の、患者による、患者のための愛腎協
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　令和 2 年 1 月 9 日 ( 木 )16 時 45 分より、
大村秀章愛知県知事へ、東栄医療センター人工
透析室継続支援を願う要望を行いました。こ
のことは、各メディアにも取り上げられニュー
スの放映され、新聞にも掲載されました。
　当日は東栄医療センターで透析を行う当事
者でもある金田さんが透析室閉鎖に関連する
現状について大村知事へ訴え、愛腎協会長の奥村清高より要望書を大村知事へ手渡しお願
いをしました。
　大村知事よりは「町としっかり話をしてほしい」との回答でしたが、今後も愛腎協とし
て支援を続けていく予定です。皆さん透析施設継続のために応援をお願いたします。
　また、東栄医療センターにおける透析室閉鎖の問題は 1 月 28 日の国会衆議院総務委員
会にて、本村伸子衆議院議員が過疎地における医療の問題として質問をされています。詳
しくはユーチューブで見る事が出来ますので気になる方はご確認ください。

大村秀章愛知県知事へ要望書を提出しました

大村知事への要望書提出

青年部座談会

青年部が座談会を行いました

次のページへ続きます

日本赤十字へ災害義援金を寄付しました
　令和元年 12 月 24 日 ( 火 ) に日本赤十字愛知
県支部へ、台風 19 号被害に対する義援金とし
て、皆様のご協力頂きました愛知県の署名募
金から 10 万円、第 8回定期大会における募金
より 2万 8318 円の計 12 万 8318 円をお渡しし
ました。

日本赤十字愛知県支部へ寄付
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　会員の皆様へお届けしました「道標 122 号 ( １月発行 )」におきまして、下記のの誤り
と抜けがございましたので、ここに訂正し、お詫びを申し上げます。

記
（１）令和元年度上期活動報告・下期活動予定 ( ４ページ )
（A）陳情の部分：「誤」　第 48 次　→　「正」第 49 次
（B）腎不全キャンペーンの部分：
「誤」第 25 回 腎不全キャンペーン講演会　8 月 26 日 ( 今池ガスホール )
「正」第 26 回 腎不全キャンペーン講演会　8 月 25 日 ( 今池ガスホール )
（２）定期大会 (7 ページ ) 第二部記念講演 要旨
「誤」透析医療費が年間約 1 兆 5 千万円　→　「正」透析医療費が年間約 1 兆 5 億円
（３）読者プレゼント ( ４９ページ )
「誤」道標 121 号読者プレゼント　→　「正」道標 122 号読者プレゼント
（４）ご寄付 (49 ページ )：「抜け」個人会員様より　5,400 円

◎ 2 月 9 日 ( 日 )：尾張本部第 1 支部勉強会 ( 小牧 )
◎ 2 月 13 日 ( 木 )：2 月度業務執行部会議 ( 名古屋 )
◎ 2 月 15 日 ( 土 )、16( 日 )：第 88 回東海ブロック会議 ( 岐阜 )
◎ 2 月 23 日 ( 日 )：第 4 回女性部会議 ( 名古屋市市政資料館 )
◎ 2 月 23 日 ( 日 )：東三河本部会議 ( あいトピア )
◎ 3 月 1 日 ( 日 )：第 5 回青年部会議 ( 総会 ) ＆食事会 ( ウインクあいち )

道標 122 号お詫びと訂正

★ 1 月 14 日 ( 火 )：1 月度業務執行部会議 ( 白壁庁舎 5F 県会議室 )
★ 1 月 18 日 ( 土 )：「災害時でもあったかごはん」災害研修会
　　　　　( みなとアクルス★エネルギーセンター内 プロ厨房オイシス )
★ 1 月 19 日 ( 日 )：第 2 回組織強化委員会 ( 市政資料館第 2 集会室 )
★ 1 月 26 日 ( 日 )：第 4 回青年部会議 ( 布袋ふれあい会館第 2 会議室 )
★ 2 月 1 日 ( 土 )・2 日 ( 日 )：東海ブロック青年交流会 in 三重 ( 桑名 )
★ 2 月 2 日 ( 日 )：第 3 回 50 周年記念事業実行委員会
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　参加した青年部のメンバーの中には移植を経験し透析になった人、また移植直前でダメ
になってしまった経験を持つ人が参加して頂き、それぞれの体験談をききながら講師の石
井様から移植の取り巻く環境や登録から移植手術までのプロセス等を丁寧に教えて頂きま
した。
　参加者の皆さんの移植に対する考えを聞きながら移植について考えや理解を深める座談
会になりました。中には透析につて不安を抱える方もいらっしゃり、「皆さんの話しなど
を聞いて活力を得れました。」とお話して頂いた方もいらっしゃり、青年部の座談会を開
催して良かったです。
　今回、参加されたのは青年部に登録をしている患者 8 名と飛び入りにて参加された 4
名の合せて 12 名の参加でした。ご参加の皆さんありがとうございました。また、お近く
で青年部の座談会がある時にはぜひ若い患者さんのご参加をお待ちしています。

前のページの続きです


